
東野地区防災計画 
  

「助け合える 安心なまち 東野」 

   

 

1 基本的な考え方 

 

 「自助・共助・公助」の効率的な組み合わせにより、東野地域の災害被害を最小限に抑

えることを目的とし、恵那市地域防災計画と連携するとともに、地域の防災力向上を図る

ため、地域のコミュニティの強化と防災活動を推進して、住民一人一人が防災意識を高め

て、地域で助け合える災害に強く安全安心なまちづくりを目指す。 

 

2 地区の特性（過去の災害、危険箇所と特性、地域の特色） 

 地域では、平成 11 年、１２年と大雨による災害が発生し、林道、河川、用水、護岸、

住宅の浸水などの被害が発生している。 

 主な危険箇所は、急傾斜（浜井場）、土石流（浜井場川、宮窪川、花無山川、山本川）、

地すべり（辻）、山腹崩壊（浜井場、保古山）、崩壊土砂流出（山本、花無山、白坂、小野

川、番屋、朴の木、保古山、地蔵平）が上げられる。 

 地域内に定蓮寺川、飯沼川、阿木川の３つの河川が縦断し、用水へ導水を行うなど、整

備されているが、山崩れなどによる河川の氾濫、水路の漏水・氾濫などによる住宅被害、

河川の氾濫による地域内の移動が制限されることが予想され、災害発生時に橋梁を利用し

ない避難経路が必要になっている。 

 風水害においては、一時避難所が危険地域な地域もあることから、避難準備情報による

早めの避難が重要な対策となっている。 

 地域の行事等によるコミュニケーションが図られており、近隣の顔がわかる規模である

ため、自治会毎に災害福祉マップが作成され、毎年更新されるなど地域内の連携、要支援

者の把握が行いやすい地域である。 

（参考） 

避難経路図上訓練実施自治会＝小野川、下浜井場、中辻、下辻、北万場、向島、南天王前 

 

 

3 防災活動の内容 

（１）防災活動の体制（班編制）・・・・（別紙） 

 

 東野開発振興会を核として、自治会長を構成員とする自主防災隊を編成。 

 関係団体との連携、情報共有により早めの対応、二次災害を防ぐ安全な活動を行う。 

 

  



（２）防災活動の内容 

      

状況 活動（○＝風水害、□＝地震） 関係する団体 

1．平常時 

 

防災訓練、防災講演会の実施 

要援護者の把握（要支援者マッ

プ更新） 

要援護者の救出・搬送手段検討 

避難所の運営方法確認 

食料・水・生活必需品の備蓄 

（個人・地域・避難所等） 

防災環境整備（森林、河川・用水）

ＡＥＤ等救急救命講習 

自己の所在を明確にする 

□家具転倒防止・建物耐震化 

開発振興会、自治連合会 

各自治会、福祉協力員 

民生児童委員会 

市消防団東野分団 

防災リーダー（防災士） 

ボランティア 

振興事務所 

２．災害予想時 

（避難準備情報） 

情報の収集・共有・伝達 

本部との連絡（避難情報等） 

要支援者の避難誘導、支援 

避難所等の開設、運営 

○危険箇所の点検 

自主防災隊（開発振興会、自治連

合会） 

各自治会長・福祉協力員 

民生児童委員会 

市消防団東野分団 

振興事務所 

防災リーダー（防災士） 

 

３．災害時 情報の収集・共有・伝達 

本部との連絡（避難情報等） 

避難誘導、支援 

要支援者の情報共有 

被災者等の救出・医療機関への

搬送 

避難所等の開設、運営支援 

救援物資の配送（孤立在宅） 

□出火防止・初期消火 

自主防災隊（開発振興会、自治連

合会） 

関係自治会 

民生児童委員会 

市消防団東野分団 

振興事務所 

防災リーダー（防災士） 

 

４．復旧・復興期 

 

被災者に対する地域全体での支

援 

行政等と連携した地域復旧、復

興活動への理解と・協力・参加 

自主防災隊（開発振興会、自治連

合会） 

関係自治会 

市消防団東野分団 

振興事務所 

防災リーダー（防災士） 

ボランティア 

 

  



（3）重点的な活動計画 

 

  1 地域防災リーダーの養成 

   ・各自治会に防災リーダーを養成し、各自治会単位で防災意識を高め、 

   防災訓練の内容を地域にあった実践的なレベルの向上を図る 

 

  2 地域コミュニケーションの向上 

・地域コミュニティ活動等を通じて、地域のコミュニケーションを深め、普段か

ら、いざという時の連絡先や要援護者を支援する役割を検討しておく 

 

  3 自主防災組織の役割と連絡体制の確立 

   ・電話だけでなく、携帯電話、メール等、非常時に情報連絡が取れる手段を確認

して、体制を整備する。 

 

  4 単位自治会の防災組織・役割分担の作成 

   ・各単位自治会で非常時に自治会長が、不在のときや、東野自主防災隊本部に出

向したときの防災態勢、要援護者支援態勢の検討 

 

 

４．実践と検証 

 

（１）防災訓練の実施と検証 

 

  単位自治会毎の訓練、総合防災訓練など多様な訓練により、Ｃ-ＤＡＰフォーマットを

使用して、検証を行い、地域の防災力を高める。 

 

（２）防災意識の普及啓発と人材育成 

 

 地域住民の防災意識の向上し、災害に対応できる人材育成を目指し、各区自治会に防災

リーダーを１人以上養成し、地域全体的な防災力を高める。 

※防災リーダーがいる自治会＝上浜井場、下浜井場、北万場、南万場、南大門 

 

（３）計画の見直し 

 

 防災訓練の検証結果を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルに従って、毎年定期的に地区防災計画

の見直しを行う。 

 

別紙 

・東野自主防災隊編成表 

・東野地区防災組織の主な役割 

・東野地域の防災施設（避難施設、防災倉庫） 

・東野地域の危険箇所（略） 
















